
 

 

 
News Release 
 

世界最⾼レベルの解像度のカセッテ型デジタルX線撮影装置 
「AeroDR fine (エアロディーアール ファイン)」新発売 

〜低被曝かつ軽量・堅牢・ハンドリングも向上〜 
 

2016年11⽉28⽇ 
 

コニカミノルタ株式会社(本社：東京都千代⽥区、社⻑：⼭名 昌衛、以下 コニカミノルタ)は、
カセッテ型デジタルX線撮影装置「AeroDR fine (エアロディーアール ファイン)」を、2016年 
12⽉下旬に発売予定です。 

 
「AeroDR fine」は、放射線科撮影室だけでなく、

病棟回診、ICU、救急外来、⼿術室など様々な場⾯に
活躍の場を拡⼤してきたデジタルX線撮影装置
「AeroDRシリーズ」の新たなフラッグシップモデル
となる、世界最⾼レベルの解像度※1を達成したワイヤ
レスタイプの可搬型DR※2です。 

 
近年、先進国を中⼼として、医療における情報連携を効率的に⾏うことを⽬的に、各政府によ

って医療分野のデジタル化が推奨されています。コニカミノルタは、「AeroDR fine」の発売を機
に、新たな機能診断※3ソリューションの提供で、より広い診療領域に対して画像診断分野のデジ
タル化の推進に寄与し、診断・治療の効率アップと医療費抑制に貢献できると考えます。 

また、⽇本では、医療費の増加や⾼齢化社会の到来に対し、「かかりつけ医」や「在宅医療」に
よるプライマリケア(初期包括ケア)が重要視されています。「AeroDR fine」は、プライマリケア
分野に対しても、病気の早期発⾒のために⾼い臨床価値を⽣む新たな画像診断システムとして提
案してまいります。 

 
【 「AeroDR fine」が提供する価値 】 
1．細かい部分も⾒やすくなり、診断精度の向上に寄与 

「AeroDR fine」では、センサーパネルのサン
プリングピッチ(画素サイズ) 100μmを実現す
ることで、世界最⾼レベルの解像度を達成しま
した。これにより、整形領域における⼿指⾻画像
などの微細構造を拡⼤表⽰する際、従来よりも
格段に⾒やすい画像を得ることができ、診断精
度の向上に寄与します。 

 
2．安⼼で安全な診断をサポート 

コニカミノルタの「AeroDRシリーズ」は、⾼いX線光⼦検出効率とダイナミックレンジの拡⼤
により、かつてのX線フィルム撮影やCR※4の約半分のX線照射量でも⾼画質の診断画像を得るこ
とができます。これにより、患者への被曝リスクを⼤幅に低減することに成功し、保育器や⼩児

サンプリングピッチの⽐較(左：従来、右：AeroDR fine) 
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⽤撮影台などのX線撮影も可能になりました。 
今回「AeroDR fine」では、さらに低線量化を実現し、CR

に対してX線照射量62%低減を達成しました。また、電源に
はリチウムイオンキャパシタ※5を採⽤しており、リチウムイ
オン⼆次電池に⽐べ安全性が⾼く、過充電、落下衝撃などに
起因する発⽕の⼼配がありません。 
 
 
 
 
3．撮影現場での使い勝⼿と作業効率を追求 

「AeroDR fine」は、発売5年で世界販売台数10,000台以上の実績をもつ「AeroDRシリーズ」
の⾼い作業性を引き継ぎました。 

病室の撮影で、X線撮影を⾏う技師は⽚⼿で患者を⽀えたりするため
に、⽚⼿で本体を扱うことが多く、⼥性の技師でも楽に取り扱いできるよ
う軽さが求められます。「AeroDR fine」は、カセッテ型DRでは最軽量ク
ラスの2.6kgを実現しました。また、持ちやすくするために、カセッテ背
⾯の全周に凹み部を設けて指が掛けられるようにしました。これにより、
⽚⼿でも本体をしっかりホールドすることができ、本体の落下を防ぐ
とともに、腕に掛かる負担も少なくなり、撮影作業の効率化も期待でき
ます 

そのほかに、検査室に加えて、⼿術室、救急医療、災害現場など様々
な場⾯での利⽤拡⼤に伴い、ハードユースに耐えうる性能として、耐荷
重(点荷重：180kg、⾯荷重：400kg)、耐落下性能の向上、防⽔設計
(IPX6)といった堅牢性も実現させています。 

 
【 カセッテ型デジタルX線撮影装置「AeroDR fine」の主な仕様 】 

製品タイプ カセッテ型ワイヤレスフラットパネルディテクタ 

シンチレーター(蛍光体) CsI（ヨウ化セシウム） 

外形⼨法 384(W) x 460(D) x 15 mm(H)   

重量 2.6kg 

画素サイズ 100/200μm 

耐荷重 点荷重：180kg@40mmΦ  ⾯荷重：400kg@有効画像領域全⾯

防⽔性能※6 IPX6 

バッテリー種類／寿命 リチウムイオンキャパシタ（内蔵式）／パネル製品寿命同等 

 
【 お客様のお問い合わせ先 】 

コニカミノルタジャパン株式会社 
 TEL: 03-6324-1080  http://konicaminolta.jp/healthcare/ 

 
 

今後も、医療⽤画像分野において最先端の技術開発に挑戦し、お客様視点に⽴った付加価値の
⾼い製品とソリューションの提供を通じて、グループ全体の企業価値を⼀層⾼めてまいります。 
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※1：2016年11⽉28⽇現在。ワイヤレスタイプのカセッテ型デジタルX線撮影装置において。 
※2：Digital Radiography: 照射されたX線をセンサーパネルで受光し、ダイレクトにデジタル画像を得るため、⼀般的にCRよりも画質が良く、

また即時性に優れる。 
※3：病態⽣理学的診断。⽣体の機能の状況から病気の診断を⾏うこと。 
※4：Computed Radiography: 従来のX線フィルムに代わり、イメージング・プレート(IP)上にX線画像を記録し、これを読み取り装置でデ

ジタル画像に変換する。  
※5：キャパシタとは、静電容量（キャパシタンス）により、電荷を蓄えたり放出したりする電⼦部品の総称であり、⽇本ではコンデンサとも呼ば

れている。 
※6：落下衝撃が加わった場合は防⽔性能（IPX6相当）を維持できない恐れがあります。本製品の防⽔性能は無破損、無故障を保証す

るものではありません。 
 

ここに記載の内容、仕様および外観は都合により予告なしに変更する場合があります。 
ここに記載の会社名・商品名は、各社の商標または登録商標です。 
「AeroDR Fine」は「デジタルラジオグラフィー SKR 3000（製造販売認証番号：228ABBZX00115000）」の呼称です。 
「AeroDR PREMIUM」は「デジタルラジオグラフィー AeroDR SYSTEM2（製造販売認証番号：226ABBZX00050000）」の呼称です。 
「AeroDR」は「デジタルラジオグラフィー AeroDR SYSTEM （製造販売認証番号：225ABBZX00011000）」の呼称です。 

 
――――――――――――――― 報道関係お問い合わせ先 ――――――――――――――― 

 

コニカミノルタ株式会社 広報グループ TEL：03-6250-2100 


